
発
行

山
形
県
大
石
田
町
議
会

発
行
責
任
者

議
長

芳
賀

清

編
集

広
報
常
任
委
員
会
・

大
石
田
町
緑
町
一
番
地

（

）

印
刷

印
刷
文
化
堂

鷹巣地区 本間 正彦 さん

大石田町大字鷹巣字上北原 番地
＠

月 日町長へ

祝！東北大会出場

鷹巣地区 本間

発
行

山
形
県
大
石
田
町
議
会

発
行
責
任
者

議
長

芳
賀

清

編
集

広
報
常
任
委
員
会
・

大
石
田
町
緑
町
一
番
地

（

）

印
刷

印
刷
文
化
堂

祝！東北大会出場祝祝！東北大会出場祝！東北大会出場

（（ 月月 日日 日日））（ 月 日 日）

委
員
長

村
形
昌
一

副
委
員
長

村
岡
藤
弥

委

員

岡

英
和

委

員

小
玉

勇

委

員

遠
藤
宏
司

こ
の
度

号
の
節
目

を
数
え
委
員
一
同
張
り
切
っ

て
編
集
に
当
っ
た
。
創
刊
当

時
の
議
員
数
は

名
、
紙
面

に
は
活
気
が
漲
り
熱
意
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
だ
。

そ
ん
な
中
、
富
山
市
議
の

政
務
活
動
費
不
正
使
用
に
よ

る
多
数
辞
職
。
会
津
若
松
市

議
へ
の
生
活
保
護
費
疑
惑
に

よ
る
逮
捕
等
、
汚
名
が
新
聞

を
賑
わ
し
て
い
る
。
自
分
た

ち
も
同
様
に
見
ら
れ
て
い
る

か
と
思
う
と
気
が
滅
入
る
。

古
人
は
、
他
人
に
嘘
は
つ

け
て
も
自
分
に
は
つ
け
な
い

と
言
っ
て
い
る
。
名
著

菊

と
刀

は
日
本
社
会
を
恥
の

文
化
と
規
定
し
た
。
恥
を
か

く
こ
と
へ
の
非
常
な
恐
れ
だ
。

自
分
の
心
の
悪
と
戦
い
、
恥

に
生
き
な
い
よ
う
努
め
た
い
。

【
記

小
玉
】

シ
ェ
ー
カ
ー
家
具

を
手

本
に
す
る
無
垢
材
使
用
の
室

内
家
具
製
造
業
で
す
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
、
休

日
を
利
用
し
、
も
の
作
り
を

し
て
き
ま
し
た
。
あ
る
時
ク

ラ
フ
ト
展
に
出
展
し
た
ら
注

文
が
来
る
よ
う
に
な
り
、
い

つ
か
は
天
職
に
し
た
い
と
思

い
、
昨
年
、
木
工
機
材
や
場

所
な
ど
の
条
件
が
そ
ろ
い
起

業
し
ま
し
た
。

商
工
会
主
催
の
創
業
塾
に

参
加
し
ま
し
た
。

大石田町鷹巣生まれ 歳
年サラリーマン生活をし、趣味で

していた木工を天職にしたいと平成
年に生まれ育った鷹巣地区の空き家を
借り、家具工房 を起業

町
議
会
で
は
、

議
会
報

告
会
と
町
民
と
の
対
話
集

会

に
お
け
る
町
民
の
意
向

を
踏
ま
え
、
町
長
に

項
目

の

政
策
提
言
書

を
提
出

し
ま
し
た
。

提
言
書
で
は
、
各
種
政
策

を
実
行
す
る
こ
と
に
よ
り
、

豊
か
な
町
づ
く
り
と
町
民
福

祉
の
向
上
を
求
め
て
い
ま
す
。

シ
ェ
ー
カ
ー
家
具

直
線
的
で
シ
ン
プ
ル
で
あ

り
、実
用
性
に
徹
し
た
家
具
。

（

）

商
工
会
の

チ
ャ
レ
ン
ジ

山
形
助
成
金

を
活
用
し
ま

し
た
。

お
客
さ
ん
の
必
要
と
す
る

物
を
き
れ
い
で
丈
夫
な
飽
き

の
こ
な
い
、
世
代
を
越
え
て

使
っ
て
い
た
だ
け
る
家
具
を

作
り
た
い
で
す
。
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一 般 会 計

特

別

会

計

予予定定通通りり着着々々とと進進むむ予定通り着々と進む
（（ 現現在在））（ 現在）

万万円円（（ ％％））万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

万万円円（（ ％％））万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

万万円円（（ ％％））万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

万万円円（（ ％％））万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円（（ ％％））億 万円（ ％）

億億 万万円円億 万円

（（ ％％））（ ％）

（（ ％％））（ ％）

（（ ％％））（ ％）

町税や繰越金
など、町が特自
に調達した財源。

地方交付税や
国庫支出金など、
国・県から定め
られた金額が交
付される財源。

国 民 健 康 保 険

次年子簡易水道

学 校 給 食 事 業

農業集落排水事業

国営村北土地改良

介 護 保 険

後期高齢者医療

計

町 民 税

固定資産税

軽自動車税

た ば こ 税

鉱 山 税

入 湯 税

都市計画税

億 万円

億 万円

万円

万円

万円

万円

万円

％

％

％

％

％

％

％

第 回定例会は、 月 日から 日までの 日間
の会期で開かれ、 議員による一般質問、補正予算
や平成 年度決算の認定などの審議を行いました。
決算は特別委員会を設置し、詳細にわたり審査し
た結果、全議案について全員賛成で認定しました。

億 万円

億 万円

万円

万円

万円

億 万円

億 万円

万円

億 万円

億 万円

億 万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

億 万円

％

％

％

％

％

％

％

％

％

億 万円

億 万円

万円

万円

万円

万円

万円

万円

億 万円

％

％

％

％

％

％

％

％

％

億 万円

億 万円

万円

万円

万円

億 万円

億 万円

万円

億 万円
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関

幸
悦
委
員

全
員
賛
成
】

全
員
賛
成
】

特産そばで婚活（ 開催）

大
山
二
郎
委
員

遠
藤
宏
司
委
員

村
形
昌
一
委
員

岡

英
和
委
員

遠
藤
宏
司
委
員

楽しい行事がたくさん（来迎寺老人クラブ ）

村
形
昌
一
委
員

星
川

久
委
員

小
玉

勇
委
員

村
形
昌
一
委
員

大
山
二
郎
委
員

小
玉

勇
委
員

遠
藤
宏
司
委
員

福祉バス以外に使えない？

割合は、当該疾病名または診療行為 生活習慣病のレセプト件数

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 年度

全
員
賛
成
】

全
員
賛
成
】

決算特別委員会とは予算が適正に使
われたかを審査するための委員会です。
審査の結果、平成 年度決算は認定
すべきものと決定し、議長に報告しま
した。

賃
分
と
し
て
年

万

円
し
か
町
に
き
て
い

な
い
が
。

副
町
長

今
回
は

ヶ
月
分

の
支
出
と
な
っ
た
。
厳
し
い

経
営
環
境
の
な
か
将
来
的
な

維
持
管
理
に
積
み
立
て
て
い

る
。

人
ク
ラ
ブ
へ
の
補
助

額
を
増
額
し
た
ら
ど

う
か
。

町
長

会
長
等
と
話
し
合
い

の
中
考
え
て
い
く
。

齢
化
率
が

・

％

に
な
る
な
か
年
々
会

員
が
減
少
し
て
い
る
。
会
員

の
拡
大
を
図
れ
な
い
か
。

町
長

本
当
に
難
し
い
が
色

々
考
え
て
い
く
。

血
圧
症
に
か
か
る
県

内
順
位
が
年
々
上
が

り

位
と
な
っ
た
。
予
防
策

を
講
じ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

健
康
増
進
計
画
を
踏

ま
え
啓
蒙
活
動
を
行
う
。

状
は
配
布
の
み
。
水

防
訓
練
を
近
隣
地
区

に
わ
た
り
町
主
導
で
で
き
な

い
か
。

町
長

再
来
年
国
交
省
の
水

防
訓
練
が
大
石
田
で
あ
る
。

そ
れ
を
踏
ま
え
訓
練
し
た
い
。

定
外
の
災
害
に
対
す

る
町
の
対
応
は
。

町
長

災
害
時
の
緊
急
指
令

等
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
。

各
機
関
と
連
携
し
て
や
っ
て

い
る
。

付
後
返
納
を
求
め
た

と
の
事
だ
が
、
口
頭

で
は
な
く
書
面
確
認
を
徹
底

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長

今
後
こ
の
よ
う
な
事

が
な
い
よ
う
に
指
導
し
て
い

く
。

所
有
の
バ
ス
を
各
種

団
体
で
使
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

町
長

白
タ
ク
行
為
と
も
重

な
る
が
、
今
後
検
討
し
て
い

く
。

つ
ぼ
み
に
な
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
。

町
長

仲
人
を
委
託
す
る
事

で
成
功
例
も
見
ら
れ
る
の
で

検
討
し
て
い
く
。

花
沢
市
で
は
事
務
局

を
置
い
て
仲
人
制
度

を
や
っ
て
い
る
。
当
町
で
も

で
き
な
い
か
。

町
長

参
考
に
し
て
い
く
。

収
額
の

回
目
が
高

く
な
っ
て
い
る
が
平

準
化
で
き
な
い
か
。

町
民
税
務
課
長

法
律
上
決

ま
っ
て
い
る
の
で
で
き
な
い
。

納
欠
損
の
来
年
度
見

込
額
は
出
せ
る
か
。

町
長

非
常
に
難
し
い
。

保
会
計
が
再
来
年
か

ら
県
一
本
化
に
な
る

が
基
金
は
ど
う
な
る
。

保
健
福
祉
課
長

市
町
村
の

判
断
に
な
る
。

順位 割合被保険者 順位 割合被保険者 順位 割合被保険者 順位 割合被保険者
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全
員
賛
成
】

村
岡
藤
弥
議
員

みなさん熟読してますか？

タイヤ 本分で 万円

遠
藤
宏
司
議
員

賛
成
多
数
】

村
形
昌
一
議
員

（
反
対
大
山
議
員
）

小
玉

勇
議
員

岡

英
和
議
員

齋
藤
公
一
議
員

村
形
昌
一
議
員

村
形
昌
一
議
員

大
山
二
郎
議
員

遠
藤
宏
司
議
員

遠
藤
宏
司
議
員

大
山
二
郎
議
員

星
川

久
議
員

第一子 円

第二子 円

第三子以降 円

お祝いは現金で！

こ
て出 ！い

全
員
賛
成
】

賛
成
多
数
】

（
反
対
大
山
議
員
）

ー
プ
ン
ま
で

年
と

い
う
段
階
で
、
管
理

と
運
営
の
基
本
的
な
考
え
は
。

町
長

ど
う
い
う
形
で
す
る

か

月
議
会
で
提
示
し
た
い
。

流
セ
ン
タ
ー
の
愛
称

が

虹
の
プ
ラ
ザ

と
決
ま
っ
た
が
、
ど
う
使
っ

て
い
く
の
か
。

風
に
よ
る
被
害
が
各

地
で
出
た
。
町
は
防

災
マ
ッ
プ
を
作
っ
た
が
、
自

力
で
避
難
で
き
な
い
人
の
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
も
必
要
で

は
な
い
か
。

町
長

災
害
時
に
ど
う
い
う

指
示
を
出
す
べ
き
か
、
徹
底

す
る
。

石
田
駅
に
あ
る
公
衆

電
話
が
、
緑
か
ら
ピ

ン
ク
に
変
わ
る
が
。

建
設
課
長

の
緑
色

の
公
衆
電
話
が
撤
去
さ
れ
る

の
で
、
そ
れ
に
代
わ
る
電
話

を
町
が
設
置
す
る
。
町
は
緑

色
の
電
話
を
設
置
で
き
な
い

の
で
、
ピ
ン
ク
色
の
電
話
に

な
る
。

ン
ク
色
の
電
話
は
硬

貨
し
か
使
え
な
い
。

お
寄
り
や
小
中
学
生
が
利
用

し
や
す
い
よ
う
、
テ
レ
フ
ォ

ン
カ
ー
ド
が
使
え
る
機
種
に

変
え
ら
れ
な
い
か
。

町
長

に
お
願
い
し

て
み
る
。

ど
も
が
い
な
け
れ
ば

町
の
行
く
末
も
心
配

に
な
る
。
第
一
子
か
ら

万

円
に
上
積
み
し
た
ら
ど
う
か
。

町
長

今
後
検
討
し
て
く
。

生
者
が
例
年
よ
り

人
程
度
増
え
た
理
由

は
、
町
長
の
取
り
組
み
が
実

を
結
ん
だ
か
ら
か
。

町
長

そ
う
だ
と
思
い
た
い
。

籠
水
駅
の
調
査
に
つ

い
て
、
手
を
抜
き
は

じ
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長

日
本
の
歴
史
が
変

わ
る
よ
う
な
も
の
が
出
て
く

る
こ
と
を
期
待
し
て
が
ん

ば
っ
て
い
く
。

二
山
遺
跡
の
土
地
利

用
を
考
え
る
べ
き
で

は
な
い
か
。

教
育
長

土
地
を
利
用
す
る

に
は
調
査
が
必
要
。
今
の
と

こ
ろ
調
査
す
る
の
は
難
し
い
。

分
で
申
請
で
き
な
い

人
に
も
給
付
漏
れ
が

な
い
よ
う
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

町
長

認
知
症
で
も
踏
み
込

む
こ
と
が
で
き
な
い
法
律
も

あ
り
、
非
常
に
難
し
い
。
も

う
一
回
法
律
を
調
べ
な
が
ら

や
ら
な
け
れ
ば
と
思
っ
た
。

成

年
に
当
町
で
開

催
だ
が
、
観
光
や
食

の
発
信
で
、
交
流
人
口
の
拡

大
を
図
る
べ
き
で
は
。

町
長

町
を
あ
げ
て
サ
ミ
ッ

ト
で
大
石
田
町
の
名
前
を
高

め
た
い
。 町

・
今
宿
地
区
の
ト

イ
レ
の
水
洗
化
普
及

率
が
上
が
ら
な
い
理
由
を
精

査
・
検
証
し
て
い
る
の
か
。

町
長

新
町
地
区
の
普
及
率

は

％
だ
。
今
後
は
補

助
金
の
率
を
上
げ
る
な
ど
、

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問

題
だ
。

建
設
課
長

今
後
は
補
助
金

が
あ
る
こ
と
を

し
て
い

き
た
い
。イ

ヤ
の
交
換
状
況
は
。

建
設
課
長

台
数
が

台
あ

り
、
今
年
は
車
検
が

台
で
、

台
が
交
換
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

愛
称

虹
の
プ
ラ
ザ

は
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
一
般
的
な

呼
び
名
と
し
て
使
う
。
正
式

名
称
は

月
を
め
ど
に
条
例

で
定
め
た
い
。
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村形 昌一 議員

ページ

大山 二郎 議員

ページ

小玉 勇 議員

ページ

遠藤 宏司 議員

大盛況の新そばまつり（ ）

需要に追いつかない 来迎寺在来

小玉 勇 議員

ページ

村形 昌一 議員

ページ

ページ

大山 二郎 議員

ページ

ページ

小玉 勇 議員

ページ

ページ

遠藤 宏司 議員

ページ

小玉 勇 議

議員が町の行財政全般にわたり、方針
や執行状況、所信などを質すことをいい
ます。議員 人あたりの持ち時間は 時
間です。今定例会では 議員が一般質問
を行いました。

各
団
体
に
返
し
た
ほ
う
が

良
い
と
思
う
が
。

町
長

庁
舎
外
で
現
金
を
扱

え
ば
紛
失
の
恐
れ
も
あ
り
、

返
上
も
検
討
し
た
。
し
か
し

町
民
が
町
職
員
に
会
計
を
任

せ
る
の
は

信
頼
の
証
、

最
も
合
理
的
で
誰
か
ら
も
納

得
さ
れ
る
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
る
。

再
発
防
止
は
ど
う
す
る
。

町
長

通
帳
印
鑑
と
も
管
理

職
が
預
か
り
現
金
の
出
し
入

れ
の
た
び
確
認
す
る
こ
と
に

し
た
。
団
体
の
会
計
は
慣
例

で
公
会
計
に
準
じ
た
取
り
扱

い
と
し
て
職
員
に
引
き
継
が

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
形

で
貢
献
す
る
こ
と
は
町
職
員

の
努
め
で
あ
る
と
考
え
、
町

民
が
望
む
限
り
こ
れ
ま
で
通

り
職
員
が
預
か
っ
て
い
く
。

そ
ば
の
里
を
う
た
う
大

石
田
、
在
来
種
を
文
化
財
に

し
て
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
を
。

町
長

植
物
の
場
合
は
天
然

記
念
物
と
い
う
こ
と
に
な
る

が
、
現
在
国
・
県
・
町
と
も

農
作
物
の
指
定
は
な
く
、
文

化
財
と
し
て
は
困
難
だ
。

平
成

年
以
降
減
反
制
度

が
変
わ
っ
て
も
、
そ
ば
の
作

付
面
積
は
維
持
で
き
る
の
か
。

町
長

本
年
度
転
作
に
よ
る

そ
ば
の
面
積
は

と

な
っ
て
い
る
。
交
付
金
が
ど

の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
不
明

だ
が

来
迎
寺
在
来

が
こ

の
地
で
存
続
発
展
す
る
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。

国
内
の
そ
ば
の
生
産
量
は

％
、
残
り
は
ほ
と
ん
ど
中

国
産
だ
と
い
う
。
お
客
さ
ん

は
大
石
田
の
そ
ば
は
す
べ
て

来
迎
寺
在
来

だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長

昨
年
産
は
来
迎
寺
在

来
を
含
め
収
穫
量
が
少
な
く
、

そ
ば
街
道
加
盟
店
へ
年
間
を

通
し
て
の
供
給
は
出
来
な
い

実
態
だ
。
使
用
す
る
玄
そ
ば

を
公
表
す
る
か
ど
う
か
は
各

店
の
営
業
方
針
だ
が
、
機
会

を
と
ら
え
、

大
石
田
の
そ

ば

ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
っ
て

羊
頭
狗
肉
と
な
ら
な
い
よ
う

指
導
し
て
い
き
た
い
。
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やったぜ 山頂征服！

村
形
昌
一
議
員

改定ごとに上がっている国保税

遠藤 宏司 議員

どこから登るの？

県内で一番おいしい！（高い！）給食

村
形
昌
一
議
員

遠藤 宏司 議

山
に
親
し
め
る
よ
う
な
行

事
を
町
で
で
き
な
い
か
。

町
長

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
を

立
ち
上
げ
る
の
は
非
常
に
厳

し
い
。

県
は
や
ま
が
た
百
名
山

を
選
定
し
て
い
る
が
町
の
対

応
は
。

町
長

大
高
根
山
を
推
薦
し

た
が
第
一
次
選
定
の

に
は

入
れ
な
か
っ
た
。
第
二
次
選

考
に
選
ば
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
る
。

票
し
か
入
ら
な
い
現
状

で
は
厳
し
い
と
感
じ
る
。
政

治
力
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長

努
力
し
て
い
く
。

大
高
根
山
の
会
が
登
山

コ
ー
ス
を
整
備
し
て

年
に

な
る
。
町
は
情
報
発
信
し
、

そ
ば
や
温
泉
と
合
わ
せ
て
観

光
振
興
を
図
れ
な
い
か
。

町
長

登
山
会
の
実
施
の
告

知
で
紹
介
し
マ
ス
コ
ミ
に
も

情
報
提
供
す
る
な
ど
し
て
観

光
客
の
拡
大
に
努
め
た
い
。

町
内
に
山
岳
写
真
で
有
名

な
人
が
い
る
。
連
携
し
て
は
。

町
長

考
え
て
い
く
。

緑
環
境
税
を
登
山
道
の
整

備
等
に
使
え
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

出
来
る
と

思
う
。

国
保
会
計
に
は
国
の
財
政

支
援
や
、
社
会
保
障
に
充
て

る
地
方
消
費
税
交
付
金

千

万
円
と
、
国
保
支
払
基
金
預

託
金
返
還
金

万
円
な

ど
各
種
の
財
源
が
き
て
い
る

が
、
国
保
会
計
に
入
っ
て
い

る
の
か
。

町
長

国
保
税
の
税
率
改
定

に
当
た
り
積
算
し
た
収
入
見

込
み
総
額
に
国
の
支
援
見
込

み
分
も
算
入
し
て
お
り
、
こ

れ
以
上
の
財
源
へ
の
充
当
に

は
な
り
え
な
い
も
の
だ
。

今
年
度
、
地
方
消
費
税
交

付
金
や
国
保
支
払
基
金
預
託

金
が
入
り
、
町
の
国
保
基
金

を
取
り
崩
せ
ば
、
増
税
で
な

く
引
き
下
げ
が
可
能
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

町
長

国
保
基
金
は
平
成

年
度
末
で

千

万
円

あ
る
が
、
保
険
給
付
費
の
増

嵩
傾
向
や
急
な
支
出
に
備
え

る
た
め
必
要
最
低
限
の
額
だ

と
考
え
て
い
る
。
現
在
の
基

金
残
高
で
は
無
理
と
考
え
る
。

県
内
で
一
番
高
い
学
校
給

食
費
に
な
っ
た
が
、
他
の
市

町
村
と
比
較
し
た
う
え
で
決

め
た
の
か
。

教
育
長

消
費
税
増
税
や
食

材
費
等
の
物
価
高
騰
に
伴
い
、

や
む
を
得
ず
改
定
し
た
。
他

市
町
村
と
も
比
較
検
討
し
、

一
番
高
く
な
る
こ
と
は
覚
悟

し
た
。

急
激
な
少
子
化
の
な
か
人

口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る

た
め
に
も
、
給
食
費
を
引
き

下
げ
る
考
え
は
な
い
か
。

教
育
長

学
校
給
食
費
の

賄
材
料
費
等
に
つ
い
て
は
、

児
童
又
は
生
徒
の
保
護
者
の

負
担
と
さ
れ
て
お
り
、
現
行

の
単
価
で
保
護
者
負
担
を
お

願
い
し
、
引
き
下
げ
の
考
え

は
な
い
。

町
と
し
て
登
山
道
の
整
備

を
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長

今
は
な
い
。

登
山
道
へ
の
看
板
、
案
内

を
充
実
し
て
は
。

町
長

状
態
を
聞
き
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た
い
。

お
だ
が
ね
や
ま

地
方
自
治
体
と
し
て
初
め

て
運
営
会
社
と
連
携
し
、
あ

っ
た
ま
り
ラ
ン
ド
や
そ
ば
街

道
加
盟
店
に
誘
客
す
る
考
え

は
な
い
か
。

町
長

自
治
体
と
し
て
す
る

つ
も
り
は
な
い
。

県
は
市
町
村
か
ら
情
報
提

供
を
受
け
観
光
に
活
か
し
た

い
と
し
て
い
る
。
な
ぜ
大
石

田
町
は
県
の

に
載
っ
て

い
な
い
の
か
。

産
業
振
興
課
長

知
ら
な
か

っ
た
。

百
名
山
に
し
ろ
、
ポ
ケ
モ

ン
に
し
ろ
、
県
の
情
報
を
キ

ャ
ッ
チ
す
る
ア
ン
テ
ナ
の
感

度
が
低
い
の
で
は
な
い
か
。

町
長

指
摘
通
り
の
点
も
あ

る
。
今
後
職
員
に
し
っ
か
り

し
た
対
応
を
取
る
。
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著しい老朽化・・・

大
山
二
郎
議
員

元気が一番！（ ）

おおいしだ 議会だより

大
山
二
郎
議
員

月
議
会
で
先
送
り
も
や

む
な
し
と
発
言
し
た
が
、
町

民
の
生
命
財
産
を
守
る
施
設

と
し
て
早
期
建
設
が
必
須
、

検
討
し
た
結
果
は
。

町
長

消
防
分
署
完
成
は

年
度
を
目
標
と
し
、
住
民
の

理
解
を
得
ら
れ
る
用
地
の
選

択
と
財
源
の
確
保
を
し
、
計

画
を
策
定
し
た
い
。
ま
た
建

設
に
あ
た
っ
て
は
災
害
時
に

必
要
な
関
連
物
資
の
備
蓄
倉

庫
も
兼
ね
備
え
た

地
域
防

災
拠
点
施
設

に
で
き
な
い

か
検
討
し
て
い
く
。

用
地
選
定
の
候
補
は
。

町
長

ま
だ
申
し
上
げ
ら
れ

な
い
が
、

、

考
え
て
い

る
。ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
の
ラ
ン
デ

ブ
ー
ポ
イ
ン
ト
・
備
蓄
倉
庫

を
兼
ね
備
え
た
分
署
と
な
れ

ば
現
在
の
場
所
で
は
で
き
な

い
と
思
う
し
、
安
易
な
考
え

で
場
所
選
定
は
す
べ
き
で
無

い
と
思
う
が
。

町
長

当
然
話
し
合
い
の
段

階
な
の
で
、
そ
れ
ら
も
踏
ま

え
て
考
え
て
い
く
。

来
年
度
か
ら
介
護
軽
度
者

へ
の
対
応
が
地
域
支
援
事
業

に
移
行
す
る
が
、
町
の
対
応

は
。

町
長

年
度
内
に
事
業
実
施

要
綱
を
定
め
、
現
在
提
供
さ

れ
て
い
る
訪
問
介
護
サ
ー
ビ

ス
や
自
己
負
担
額
を
維
持
す

る
方
向
だ
。

現
在
福
祉
用
具
貸
与
・
住

宅
改
修
に
つ
い
て
は
原
則
自

己
負
担
と
す
る
こ
と
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
今
後
他
の
事

業
も
自
治
体
の
裁
量
に
任
さ

れ
る
。
対
応
を
間
違
え
れ
ば

地
域
間
格
差
が
生
ま
れ
、
移

住
に
よ
る
人
口
減
少
に
も
つ

な
が
る
。
し
っ
か
り
と
し
た

対
応
を
す
べ
き
。

町
長

で
き
る
だ
け
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

医
療
・
介
護
の
連
携
、
予
防
、

住
ま
い
、
生
活
支
援
が
一
体

的
に
供
給
さ
れ
る

地
域
包

括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築

に
取
り
組
む
。


